
 

令和３年度第２回射水市生活支援・介護予防サービス推進協議会 

 

日時：２月２１日（月）午前１０時 

場所：庁舎４階 ４０１会議室 

 

次 第 

 

 

１ 開  会 

 

 

 

２ 報告事項 

（１）射水市地域支え合いネットワーク共生社会構築モデル事業の進捗状況等について

【資料１】 

 

 

３ 協議事項 

（１）地域課題の解決に向けた取組について【資料２】 

 

 

 

４ 閉  会 



射水市生活支援・介護予防サービス推進協議会委員名簿

団体名 役職 委員名

射水市社会福祉協議会 会長 門田　晋

射水市老人クラブ連合会 会長 串田　伸男

富山福祉短期大学 社会福祉学科長・教授 宮嶋　潔

射水市地域振興会連合会 常任理事 佐野　幸弘

射水市民生委員児童委員協議会 会長 中川　由紀子

公益社団法人射水市シルバー人材センター 事務局長 島田　治樹

射水市ボランティア連絡協議会 会長 山崎　京子

社会福祉法人 小杉福祉会 理事長 倉敷　博一

社会福祉法人　射水万葉会
よろこび事業部　総合
副センター長

室江　紀美代

射水商工会議所 総務課長 向田　真理

射水市商工会 事務局長 武部　賢昭

地域包括支援セン
ターの代表者

大門・大島地域包括支援センター 所長 田中　寿和

任期：令和３年１０月１日～令和５年９月３０日

高齢者福祉に関し
識見を有する者

地域における連携
及び支援体制の関
係者

介護サービス提供
事業者

民間企業関係者
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射水市地域支え合いネットワーク共生社会構築モデル事業の進捗状況等に 

ついて 

  

１ 事業趣旨 

共生社会の実現に向け、国では「相談支援」「参加支援」「地域づくりに向けた支援」の３つの機能

を一体的に実施するとしている中、本事業により地域が担う「地域づくり」を支援し、地域共生社会

の構築を推進するもの。 

 

２ 事業概要 

地域支え合いネットワーク事業の実施により、地域が主体的に支え合う基盤の構築を図ってきた

が、更に当該事業実施地区において、相談窓口機能等を有する常設型の居場所の運営を支援するこ

とにより、多様な人々が集い地域課題を共有するプラットフォームの構築を図るもの。令和３年度

はモデル事業として七美地域で実施し、事業内容、支援方法等を検証した上で、順次、市域全体への

普及を図る。      

【補助要件】               

 （１）常設型の居場所づくり 

（１日当り４時間以上で週４日以上） 

 （２）相談員の配置 

   保健、医療等の専門的有資格者又は福祉に関する業務の従事経験者１名以上 

 ※第３層生活支援コーディネーターとの兼務を可能とする 

 

３ 補助額 

１か所あたり年間限度額 ５００,０００円  

 

４ モデル事業実施内容等（七美地域） 

（１）常設型の居場所づくり 

ア 開設日時 

週４日（月、火、木、金）午前１０時から午後３時まで 

イ 場所 

七美コミュニティセンター 

ウ 内容 

コミュニティカフェ「いっぷく庵」を開設 

 きららか射水１００歳体操、脳トレ、茶話会、ランチ、カラオケ 等 

エ 実績 

・高齢者を中心に月延べ１９０名以上の参加あり 

・月延べ６０名以上が送迎を利用 

 

資料１ 
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オ 特徴 

・常連の男性参加者も数名おり、珈琲を飲みながら仲間との談笑を楽しんでいる。 

・地域住民による送迎サービスを実施しており、１２名が利用登録をしている。 

・「要介護２」の高齢者がデイサービスの利用が無い日にカフェに通い、スタッフと共に

清掃や食器洗い等を手伝っている。 

・ベビーマッサージ教室を月１回開催し、乳児とその親が地区内外から七美コミュニティ

センターに集う。教室後、参加者がカフェでの談笑を楽しみ、高齢者と親子３世代の交流

の場にもなっている。 

（２）相談員の配置 

ア 配置状況 

福祉に関する業務の従事経験者２名（うち１名は第３層生活支援コーディネーター兼務） 

イ 相談内容 

・障がいのある方やひきこもりの方の生活相談 

・多問題を抱える家族についての相談 

ウ 支援内容 

・支援機関の紹介 

・適切な福祉サービスへの繋ぎ役 

（３）その他 

・令和３年１２月からは、新築されたコミュニティセンターにて事業を実施している。 

・事業の更なる発展のため、２月２６日に２回目となる「地域課題会議」の開催を予定してお

り、多世代の住民や地域内の福祉事業所、教育機関等の関係者が集い、「支え合える地域づく

り」について協議する。 

・今後は障がいのある方やひきこもりの方に運営に関わっていただくことで、社会参加のフ

ァーストステップとしての機能も備えたいとの展望がある。 

 

５ 検証（成果と課題） 

（１）成果 

・高齢者はもとより、地域の多世代がいつでも気軽に集える常設型の居場所があることで、住

民同士の繋がりが強まっている。 

・要支援者も受け入れる等、地域共生社会の推進に一定の成果があった。 

・行政やサービス事業所に相談する手前の相談先になっており、サービスに繋がるきっかけ

となっている。 

（２）課題 

・地域福祉活動の進捗状況が地域毎に異なる。 

・地域活動の担い手不足 

・地域支え合いネットワーク事業及び当事業の周知不足（今年度チラシや市報で周知を図った。） 

・当事業における相談員の配置（福祉全般にわたる相談対応が想定されるため。） 
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６ 今後について 

上記の事業成果を踏まえ、令和４年度から順次、市域全体への普及を図りたい。 

普及にあたり、地域の実情に合った補助金の活用ができるよう、補助区分等の設計を見直す予定

である。 

 また、当事業の背景にある「地域共生社会」の概念の周知や、当事業の根幹となる「地域支え合い

ネットワーク事業」の充実を図るためにも、住民への普及啓発に力を入れていく必要がある。 

 普及啓発の手法として、モデル事業として先進的に取り組んでいただく地域の情報をリアルタイ

ムに発信していくとともに、研修会や講演会等の開催により、地域間の情報共有の機会を積極的に

創出していきたい。来年度は、各地域の活動状況について新聞形式の月刊紙の発行と動画による発

信を新たに始める予定。 

 

 

 

 

 



地域支え合いネットワーク事業
地域の皆さんが、いつまでも安心して暮らし続けられる地域を目指して、地域の課題を地域全体で共有し考える、
地域の皆さんによる、地域の皆さんのための事業です。
子どもから高齢者まで見守りが必要な方たちを、「困ったときはお互い様」の気持ちで、他人事ではなく我が事として、
助け合い・支え合いができる地域のつながりを作ります。

生活支援コーディネーターは、
人と人、人と地域を「つなぐ」役割を持つ人です。

具体的な役割
・地域内の各種団体との連絡調整をする。
・地域の困りごと（困っている人）を適切な地域資源
（地域の居場所や福祉サービス）につなげる。 等

射水市

地域の課題

「生活支援コーディネーター」
地域での支え合いの仕組みづくりを

がお手伝いします！

１ 高齢者の健康寿命を伸ばそう

２ 要支援者の重度化を防ごう

３ 見守りあい、助けあいができる地域を維持しよう

目指すもの

１００歳体操
グループ 地域の皆さんで考えます

地域ふれあい
サロン

老人クラブ

地域振興会

地域の
民間事業者

民生委員

地区社会福祉
協議会

生活支援
コーディネーター

生活の困りごと

気軽に集える
場所がない

住民同士の交流
が少ない

活動の担い手不足

買い物・通院が大変

地域の困りごと
（ニーズ）

サービス・活動
（地域資源）

地域のボランティア
による助け合い

地域の人材発掘
後継者育成

移動販売車の導入
地域の商店との連携

世代間交流の
機会を創出

地域の居場所
集いの場

つなぐ

いつまでも安心して暮らし続けられる地域



発行：射水市役所地域福祉課地域ケア推進係 電話：0766-51-6625

各地域で様々な活動が展開されています

射水市内の各地域で広まっている支え合いの活動は、『地域支え合いネットワーク事業活動事例集』にまとめ、下記の窓口
にて配布しています。その他、事業に関すること等、お気軽にお問合せください。

新湊西地域包括支援センター
電話：８３－７１７１

住所：朴木２１１番地１（特別養護老人ホーム射水万葉苑内）

新湊東地域包括支援センター
電話：８６ー２１２５

住所：七美８９１番地（特別養護老人ホーム七美ことぶき苑内）

小杉・下地域包括支援センター
電話：５５－８２１７

住所：大江３３３番地１（特別養護老人ホーム大江苑内）

小杉南地域包括支援センター
電話：５６－８７２５

住所：中太閤山１８丁目１番地２（特別養護老人ホーム太閤の杜内）

大門・大島地域包括支援センター
電話：５２ー０８００

住所：中村２０番地（特別養護老人ホームこぶし園内）

大島在宅介護支援センター（射水市社会福祉協議会）
電話：５１ー６０１０
住所：大島北野３３番地

つながりづくりは、
安心の地域づくり

高齢者の団らんの場
『ちょこっとランチ♪』

健康意識の醸成
『減塩運動』

健康寿命を伸ばそう！
『１００歳体操』

高齢者と子どもと…
世代を超えた交流づくり

男性もたくさん
参加されています！

ちょっとした困りごとを
助け合うしくみづくり

射水市公式HP







 

七美地域 コミュニティカフェ「いっぷく庵」 
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地域課題の解決に向けた取組について

共通の地域課題
課題として

掲げている地域

  ご意見

（課題解決に向けたご提案、各団体で実践されていることやご協力いただけること等）

実

績

・ボランティアが個人保有の車両を使用し、集いの場への送迎支援を実施（七美）

・振興会で車両を購入し、集いの場への送迎支援を実施（池多）

・コミュニティバスの時刻表を該当部分のみ抜粋し拡大する等、見やすく作り直し、全世

帯に配布（堀岡・金山）

予

定

・移送支援に係るニーズ調査アンケートの実施を検討中（堀岡）

・移送支援に係る保険加入を検討中（浅井）

・地域からの声を受け、市生活安全課にて「地域あいのり移動支援事業」を創設し、2月

中旬からモデル実施の予定（市・黒河）

・DXを活用した移送支援を検討中（市）

課

題

・運転手の確保、運転手の高齢化

・事故の不安

・車両維持費や保険料の捻出

実

績

・地域で協議し、移動販売車を導入（海老江・七美・本江・金山・池多・浅井・水戸田・

下）

・コミュニティバスを利用した買い物体験（下）

・地元商店についての情報発信（配達サービス等）（放生津）

・買い物機関の一覧表や、地域資源を掲載した便利帳を作成し、配布（金山・下）

予

定

・市が実施する高齢者向けスマホ教室において、要望の多かったキャッシュレス決裁に係

る教室メニューを追加予定（市）

課

題
・食料品以外の買い物（衣料品等）も気軽に買い物へ行けたらよい、との声がある。

射水市地域支え合いネットワーク事業　地域課題一覧表

2 高齢者の買い物支援

・放生津

・堀岡

・戸破

・金山

・池多

・浅井

・下

取組実績/予定/課題　（地域）

1 高齢者の移送支援

・新湊

・七美

・塚原

・金山

・黒河

・池多

・中太閤山

・南太閤山

・浅井

・下

資料２



地域課題の解決に向けた取組について

共通の地域課題
課題として

掲げている地区

  ご意見

（課題解決に向けたご提案、各団体で実践されていることやご協力いただけること等）

実

績

・訪問型日常生活支援を立ち上げ、高齢者等のちょっとした困りごと（除草、掃除、電球

交換等）にボランティアが対応している。（30分300円のチケット制）（戸破）

・独居高齢者を対象として、チューリップの栽培や塗り絵の作品制作を依頼（水戸田）

予

定

課

題

・ボランティアの担い手不足

・地域内の各種団体の協力を得られるか。

実

績

・振興会長等の働きかけにより、集いの場での役割を持ちながら参加されている男性高齢者が多い。

（南太閤山）

・第３層生活支援コーディネーターが民生委員と連携し、高齢者宅を訪問し、集いの場への勧誘を実

施（中太閤山）

・令和３年１０月に講演会を開催し、講師から地域での支え合いの意義について講義いただくととも

に、男性の社会参加に係る全国の活動事例等を紹介いただいた。また、市内外の地域活動をパネル展

示し、特に男性に人気のある活動の体験ブースを設ける等した。（市）

予

定

・感染症が収束したら、男性（や外国人）を対象とした料理教室を企画予定（本江）

・壮年期の男性を対象に、地域デビューに向けた集いの場を企画予定（本江）

課

題

・知り合いがいないと参加しにくい。

・男性が求める活動（健康麻雀、映画、珈琲等）を企画する必要がある。

3
独居高齢者、高齢者のみ

世帯等への生活支援

・放生津

・新湊

・庄西

・作道

・塚原

・三ケ

・戸破

・黒河

・水戸田

取組実績/予定/課題　（実施地域）

・庄西

・作道

・塚原

・黒河

・中太閤山

・南太閤山

・水戸田

・下

高齢者（男性高齢者）の

社会参加
4


